
 

 

 

関 原 発 第 ７ ６ 号 

２０２２年５月１２日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

 

大阪市北区中之島 3 丁目 6 番 16 号 

関 西 電 力 株 式 会 社 

執 行 役 社 長   森 本  孝 

 

 

 

設計及び工事計画認可申請書の一部補正について 
 

 

２０２１年１１月２６日付け関原発第４３４号をもって申請しました設計及び工

事計画認可申請書（２０２２年４月２２日付け関原発第３６号にて一部補正）につ

いて、別紙のとおり一部補正します。 
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Ⅰ．補正項目 

 

 

補正項目 

補正項目及び補正箇所は下表のとおり。 

補正項目 補正箇所 

Ⅵ．添付書類 

１．添付資料 

資料３ 発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の

防止に関する説明書 

資料９ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステ

ムに関する説明書 

資料９－１ 設計及び工事に係る品質マネジメント

システムに関する説明書 

 

 

 

「Ⅲ．補正前後比較表」による。 

 

 

 

「Ⅲ．補正前後比較表」による。 
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Ⅱ．補正を必要とする理由を記載した書類 

 

 

補正を必要とする理由 

２０２１年１１月２６日付け関原発第４３４号をもって申請した設計及び工事計画認可申請書

（２０２２年４月２２日付け関原発第３６号にて一部補正）について、「資料３ 発電用原子炉

施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明書」及び「資料９ 設計及び工事に係る品質マ

ネジメントシステムに関する説明書」の記載の適正化のため補正する。 

 

 

 



 

 

 

Ⅲ．補正前後比較表 

 

 

 

 

 

 



高浜発電所第４号機 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【資料３ 発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明書】 

変 更 前 変 更 後 備   考 

  

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高浜発電所第４号機 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【資料９－１ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書】 

変 更 前 変 更 後 備   考 

  

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高浜発電所第４号機 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【資料９－１ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書】 

変 更 前 変 更 後 備   考 

  

 

 

 

 

記載の適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅳ．補正内容を反映した書類 
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1. 自然現象等による損傷の防止 

今回の申請に係る自然現象等による損傷の防止に関する説明は、令和４年２月１５日付け

原規規発第2202152号にて認可された設計及び工事の計画から変更はない。 

 

なお、令和４年２月１５日付け原規規発第2202152号にて認可された設計及び工事の計画の

資料２「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明書」に基づき、認可

された工事計画のとおり設計を行なうことから、今回の申請にあたって、適合性の内容に変

更はない。 
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・解析結果の検証方法 

・委託報告書の確認 

・解析業務の変更管理 

・記録の保管管理 

(ﾛ) 解析業務に係る必要な力量を定めるとともに、従事する要員（原解析

者・審査者・検証者）は必要な力量を有した者とする。 

 

ﾛ. 計算機プログラム（解析コード）の管理 

計算機プログラムは、評価目的に応じた解析結果を保証するための重要

な役割を持っていることから、使用実績や使用目的に応じ、計算機プログ

ラムが適正なものであることを以下のような方法により検証し、使用する。 

・簡易的なモデルによる解析解の検算 

・標準計算事例を用いた解析による検証 

・実験又はベンチマーク試験結果との比較 

・他の計算機プログラムによる計算結果との比較 等 

 

ﾊ. 解析業務で用いる入力情報の伝達 

当社は供給者に対し調達管理に基づく品質マネジメントシステム上の要

求事項として、IS09001の要求事項に従った文書及び記録の管理の実施を要

求し、適切な版を管理することを要求する。 

これにより、設工認に必要な解析業務のうち、設備又は土木建築構造物

を設置した供給者と同一の供給者が主体となって解析を実施する場合は、

解析を実施する供給者が所有する図面とそれを基に作成され納入されてい

る当社所有の設備図書で、同じ最新性を確保する。 

また、設備を設置した供給者以外の供給者にて解析を実施する場合は、

当社で管理している図面を供給者に提供することで、供給者に最新性が確

保された図面で解析を実施させる。 

 

ﾆ. 入力根拠の作成 

供給者に、解析業務実施計画書等に基づき解析ごとの入力根拠を明確に

した入力根拠書を作成させ、また計算機プログラムへの入力間違いがない

か確認させることで、入力根拠の妥当性及び入力データが正しく入力され

たことの品質を確保する。 
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別表2 解析業務を実施する供給者に対する確認の視点 

No. 検証項目 当社の供給者に対する確認の視点 

1 解析業務の計画 

・解析業務に係る必要な力量が明確にされ、また従事する要員

（原解析者・審査者・検証者）が必要な力量を有しているこ

と。 

・解析業務を調達する場合、解析業務に係る必要な品質保証活動

を仕様書、文書等で供給者に要求していること。 

2 
計算機プログラムの

検証 

・計算機プログラムは、適正なものであることを事前に検証し、

リストへ登録していること。 

・バージョンアップがある場合は、その都度検証を行い、リスト

へ登録していること。 

・リストには、検証された計算機プログラム名称及びバージョン

を明記していること。 

3 入力根拠の明確化 
・解析業務実施計画書に基づき解析ごとに入力根拠を明確にして

いること。 

4 入力結果の確認 

・計算機プログラムへの入力データに間違いがないことを確認し

ていること。 

・エコーバック以外の方法で入力データを確認している場合は、

入力桁数についても確認していること。 

5 解析結果の検証 
・解析結果に問題がないことを、原解析者以外の者が検証してい

ること。 

6 委託報告書の確認 

・計算機プログラムを用いた解析結果、又は汎用表計算ソフトウ

ェアを用いた計算、若しくは手計算による解析・計算結果を、

当社の指定する書式に加工及び編集して、委託報告書としてま

とめていること。 

・作成された委託報告書が、解析業務実施計画書の内容を満足し

ていることを確認していること。 

7 解析業務の変更管理 

・解析業務に変更が生じた場合は、変更内容を文書化し、解析業

務の各段階（解析業務の調達、計画及び実施）においてその変

更を反映していること。 
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